
第２期北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）に対する意見と市の考え方

意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

総合戦略全般に係るもの

1
総合戦略に掲げられている目標を達成するために、直接
関わる人物が自分の体を張って汗を流せる人物かによっ
て、出せる結果に差が出ると思う。

総合戦略の推進にあたっては、第１期に引き続き、第２
期においても、地方創生の「成功モデル都市」を目指す
ため、産官学金労言に議会・住民代表を加えた「北九州
市まち・ひと・しごと創生推進協議会」及び市長を本部
長とした庁内組織である「北九州市まち・ひと・しごと
創生推進本部」において、オール北九州の総力を結集
し、戦略的に取り組んでまいります。

２ ③

2

22ページの「ウ　今後取り組む課題」として
ＳＤＧｓのことに触れているが、ＳＤＧｓについて、簡
単な説明でいいのでそれを入れるほうがわかりやすくな
らないか。

ご意見のとおり、ＳＤＧｓの概要について、追加記載さ
せていただきます。

３ ②

3

第２期総合戦略の期間は「令和２～６年度」の５年間と
なっているが、戦略の内容は、この５年間の社会の変化
に合わせて変わっていくことはあるのか。ある程度は変
えていく必要があると思う。

総合戦略を構成する各事業等には、検証に必要な指標と
なる数値目標（ＫＰＩ）を設定しております。産官学金
労言に議会・住民代表を加えた「北九州市まち・ひと・
しごと創生推進協議会」及び市長を本部長とする庁内組
織である「北九州市まち・ひと・しごと創生推進本部」
の中で、ＫＰＩに基づき総合戦略の進捗を毎年度検証
し、検証結果に応じた施策を実行していくＰＤＣＡサイ
クルを確立しております。第１期に引き続き、第２期総
合戦略の期間においても、総合戦略の基本目標達成に向
けた継続的な改善を推進してまいります。

２ ①

№

【意見の反映結果】
① 総合戦略に掲載済
② 追加・修正あり

③ 追加・修正なし
④ その他

【意見の内容】
１ 総合戦略の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２ 総合戦略の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３ 総合戦略の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４ その他の意見
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総合戦略の政策パッケージ

Ⅰ　北九州市に魅力あるしごとをつくり、安心して働けるようにする

5
北九州市の企業を知る機会が少ない。北九州市の企業が
福岡市内のイベントに出ていない。

２ ①

6
就活のイベントに参加する際は、福岡市まで出ている。
北九州市内にある企業を知る機会が少なく、参加するイ
ベントに北九州市内の企業がない。

２ ①

①

総合戦略の中で、「若者の市内企業への就職促進」を施
策に掲げております。その中で、市内大学との連携によ
るインターンシップの推進や市内企業と若者の出会いの
場の創出などにより、若者の就職支援を積極的に行うこ
ととしております。北九州市内では、小・中学生、高校
生や大学生等を対象に、地元企業の仕事内容や地元大学
の研究等について直接聞き、体験できるイベント「北九
州ゆめみらいワーク」を開催するなど、地元企業の魅力
や仕事を伝えていく取組を進めてまいります。
また、福岡市内においても、転職イベントに出展し、市
内企業の求人情報をＰＲするなど、Ｕ・Ｉターン就職の
促進に取り組むとともに、個別の大学での市長による
トップセールスや合同会社説明会を開催するなど、学生
が北九州市の地元企業を知る取組を積極的に進めてまい
ります。

２ ①

各方針や目標は豊富でバラエティに富んでいて素晴らし
いと感じた。しかし、これだけ沢山の素晴らしい方針や
目標があるのに、北九州市の将来像が私には、見えてこ
ない。北九州のオリジナリティは何だろう？数値目標が
達成できた時、北九州市民はどの様な暮らしをしている
のだろうか？
ＳＤＧｓ一つひとつは、とても大切な取り組みだ。しか
し、この総合戦略（案）では、ＳＤＧｓの枠に囚われ過
ぎているように感じる。方針や目標が沢山、並列に並ん
でいる様に感じたからだろうか？この総合戦略（案）を
読んで、最初に体系図にある基本方針のトップのプライ
オリティのつけ方に若干、違和感を覚えた。地方自治
（国家も同様）の目指す大目標は、次の様な事ではない
かと私は思っている。「誰でもが暮らしやすく、生きや
すい快適なまちを実現し、幸せと感じられる人を一人で
も増やす。」→「その為に、必要な最適な仕組みを作
り、継続できる運用を実現する」
今、私たちは「少子高齢社会」「急速な科学技術の進
展」「第4次産業革命の到来」などこれまでに類を見な
い大きな変革の波を迎えつつある。その波に乗るか、沈
むかの瀬戸際にあるといっても過言ではない。そして、
その速さは「瞬間！」レベルで到来する様に感じてい
る。
上記の変化を考慮すると、上述の大目標は、以下の様に
なると思う。「時代の急速な変化に柔軟に適応できる仕
組みを創造し、誰もが暮らしやすく、幸せと感じられる
生きやすい快適なまちの実現を目指す」ここに軸を置か
ないと、それぞれの施策が個人一人ひとりと繋がりにく
い。全てではないが、各施策から「人」が見えてこな
い。だから、この大目標を「人」が見える形でビジョン
として描いて欲しいと思った。
北九州市ならではのアイデア、取り組みが、結果として
人の流れを作り、市民の生き方も活性化するのではない
かと思う。ビジョンを描き、ビジョンを具体化していく
中で、総合戦略（案）に書かれている素晴らしい方策と
最適にマッチングして欲しいと考える。

4

本市は人口減少や高齢化・産業構造の変化といった、将
来の日本の大都市が抱える課題に一足早く直面しており
ます。特に、20代から30代の若者の転出が顕著である
ことから、若い世代の定着促進が喫緊の課題となってお
り、生産年齢人口が減少する中でも、Society5.0の実現
に向けた新たな技術の活用等により持続可能な産業都市
とするため、新たな働き手の確保や生産性向上に取り組
む必要があると考えております。
また、本市は、「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体ＳＤ
Ｇｓモデル事業」に選定され、ＳＤＧｓの達成に向けて
取組を進めております。ＳＤＧｓの達成には「経済」・
「社会」・「環境」の三つの側面の総合的な取組が重要
とされていますが、その取組がまさに地方創生の取組そ
のものであり、地方創生の原動力となることから、第２
期では基本方針の中に新たに「ＳＤＧｓの推進」を掲
げ、一体的に取り組むこととしました。
ご意見にある「人」に対するビジョンについては、市民
一人ひとりの質の高い豊かな暮らしの実現、若い世代が
住みたいまちづくりなどを目指すとして、基本方針の下
に「まちづくり」の視点を新たに明示しました。さら
に、「地域経済」の視点も加え、人口・経済・まちづく
りの課題に一体的・重点的に取り組み、好循環を生み出
す社会を目指してまいります。
特に、基本目標Ⅳにおいては、「時代に合った魅力的な
住みよいまちをつくる」を掲げ、まちづくりにかかる各
施策に取り組んでいくこととしております。各施策にお
いて、本市ならではのアイデアを取り入れた事業に取り
組み、基本方針達成に向けて、総合戦略を推進してまい
ります。

３

7 外国人の就職支援をしてほしい。

総合戦略の中で、「若者の市内企業への就職促進」を施
策に掲げております。その中で、留学生等に対しては、
令和２年度に設置を予定している外国人材就業サポート
センターを通して、市内企業とのマッチング支援等を
行ってまいります。
また、当センターでは、外国人の雇用を検討している企
業を対象とし、専門相談やセミナーの開催など、あらゆ
る在留資格に応じた外国人材の就業を一元的にサポート
を行ってまいります。
引き続き、外国人材の地域への定着促進やさらなる活躍
による多文化共生の地域づくりを推進してまいります。
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8
昔からあるものづくりの企業を強く推しながら、今の大
学生が就職したいＩＴ企業などを北九州に呼んでいると
ころがいいと思った。

総合戦略の中で、「若者の雇用創出・拡大につながる企
業誘致」を施策に掲げております。若者、特に大学生が
希望するオフィスでの仕事の受け皿として、本社機能等
やＩＴ関連企業の誘致を強化するなど、若者の定着に向
けた取組を進めてまいります。

１ ①

9
29ページの「北九州技能伝承の推進」とは、どのような
技能の伝承を推進するのか。

金属・機械関係、化学・窯業関係、電気・電子関係、建
築・建設関係の工業系製造業分野で活躍する熟練技能者
を「北九州マイスター」として、生活関連・サービス系
等の様々な産業分野で長年活躍する高度技能者を「北九
州技の達人」としてそれぞれ認定し、その技能を次代に
継承するための活動を支援してまいります。

４ ④

10

29ページに「市外から移住する方のセカンドキャリア支
援を行う」とあるが、セカンドキャリア支援は市外から
の移住者のみを対象とするのか。具体的な事業として
「シニアのセカンドキャリア支援」とあるので、この
「シニア」は「市外から移住する方」だけではないので
はと思った。

市内在住の方へのセカンドキャリア支援についても、高
齢者就業支援センターにおいて実施することとしており
ます。市外からの移住者に限らず、就業相談や各種情報
提供を行うなど、中高年齢者の就業支援を進めてまいり
ます。

３ ③

11
31ページに「自動走行に関する研究開発・実証の推進」
とあるが、これは具体的な事業のどれと関連するのだろ
うか。

具体的な事業の「次世代自動車産業拠点化事業」「高度
専門人材育成事業」に関連しております。
また、北九州市が国家戦略特区の認定を受けていること
から平成30年11月に開設した「北九州高度産業技術実
証ワンストップサポートセンター」では、自動走行の円
滑な実証実施にかかる各種支援（関係機関との調整、規
制改革に係る相談受付など）を行っております。

４ ④

Ⅱ　北九州市への新しいひとの流れをつくる

12

西日本総合展示場の本館の建て替えをしてほしい。
建設から40 年以上経っており、古さを感じる。イベン
トがあっても、新館のほうばかりで開催されており、冬
にスケートリンク、あるいは車の即売会に使われている
だけような印象を受ける。遅かれ早かれ、建て替えは必
要と思われる。

西日本総合展示場本館は、（公財）北九州観光コンベン
ションが所有しております。施設の適正な管理・運営に
努めるよう、ご意見につきましては、今後の取組の参考
とさせていただきます。

２ ③

13

小倉駅北口に、高級ホテルを誘致してほしい。
話は決まっていないだろうが、菅官房長官が昨年12 月
７日に熊本県益城町で発言した、「財政投融資を活用
し、全国に高級ホテル50 か所を新設する」のうちの 1
か所を誘致できれば、と思う。
先日のニュースで統合型リゾートの誘致は断念したと聞
いたが、それよりも小さな規模、現在のリーガロイヤル
ホテルと同じ程度(雰囲気としてはコンラッド東京、ザ・
ペニンシュラ東京、いずれも300 室前後で、規模とし
てはよく似ている)であれば、可能性があるのではないか
と思う。

本市では既存のホテルの利用促進に力を入れており、新
たなホテル誘致につきましては、まちづくりや施設の利
活用の観点から必要な場合に行っております。
外資系ホテルは、「建物所有者」「経営会社」「運営会
社」が分かれている事が多く、まずは建物を建てるとこ
ろから始まりますが、案件が出た場合には、土地のご紹
介などをしております。また、ホテル新設に際しまして
は、地元の皆さんの合意形成が不可欠ですので、案件が
具体的に進めば、それに向けて協力させていただきたい
と考えています。

２ ③
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16 大学のキャンパスを誘致してほしい。

本市は、「知の集積」として、九州工業大学や産業医科
大学、北九州市立大学など10大学に加え、北九州学術研
究都市や九州ポリテクカレッジ、北九州工業高等専門学
校など特色ある学校・研究拠点が立地しております。
ご意見につきましては、今後の参考とさせていただきま
す。

２ ③

17

今の福岡空港は都市部につくり、たくさんの方が利用し
やすい空港である事は確かであるが、これ以上増設する
土地はない。
これからは北九州空港をもっと上手く使って福岡空港の
第二空港としてでもいいので増設するスペースが沢山あ
る北九州空港に人を呼ぶためにも、早めに小倉から北九
州空港までを新幹線で結んで欲しいと願っている。
最初は観光客が通過する地点になるかもしれないが、わ
ざわざ福岡市に行くまでもなく美味しいものが安く、昔
の雰囲気も残る居心地の良い小倉に寄る人は必ず増えて
いくと思う。

２ ③

18 ＪＲ小倉駅と北九州空港を新幹線で直結させてほしい。 ２ ③

19 北九州空港の滑走路を3,000ｍに延伸してほしい。 ２ ③

小倉北区大手町の安川電機の小倉研究所の移転後跡地に
ついて、有効利用策を考えてほしい。

総合戦略の中で「北九州空港の大規模な集貨・集客」、
「北九州空港の利用者数増に向けたさらなる路線の誘
致・集客」を施策に掲げております。北九州空港利用者
数200万人を目指し、新規路線の誘致や既存路線の定着
化に向けた取組を強化し、利用者にとって利便性の高い
空港になるよう空港機能強化・利用促進に引き続き取り
組んでまいります。
ご意見につきましては、今後の参考とさせていただきま
す。

民間所有の土地の利用策については、まずは土地所有者
が検討するものと考えます。今後、市に相談が寄せられ
るようなことがあれば、行政としても協力していきたい
と考えております。

15 ４

黒崎メイトが破産し、4 月には閉鎖される予定だが、建
物を思い切って取り壊し、再開発するのも選択肢の一つ
ではないだろうか。その際は敷地をいくつかの大きな街
区に分割し、高層住宅や商業機能を導入してはどうか。

クロサキメイトビルの今後については、裁判所が㈱メイ
ト黒崎の破産決定を行えば、選任される破産管財人の下
で、建物･土地を含む財産が処分されていくこととなり
ます。ご提案の土地活用については、破産管財人の下、
売却先となる事業者と複数いるメイトビルの土地・建物
に係る権利者等との間で、まずは議論されるものと考え
ます。その中で市への要望があれば、市としてできる限
り支援してまいります。

４14 ④

④
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20
観光地が少なく、門司港に行っても1回で飽きてしまう
し、車がないと行きにくい場所もあるので、県外から友
だちが遊びにきたときに困ることがある。

門司港レトロ地区においては、全国で初めて駅として国
の重要文化財に指定されたJR門司港駅が保存修理工事を
終え、平成31年３月にグランドオープンしたほか、令和
元年９月には、関門海峡ミュージアムが「関門海峡をま
るごと楽しむ体験型博物館」としてリニューアルオープ
ンしました。門司港レトロ地区の魅力向上に向けて今後
も取組を進めてまいります。また、本市全体の観光客増
に向けて、観光プロモーションやメディアを活用した情
報発信の一層の強化を図ってまいります。

４ ④

21

あるあるＣｉｔｙのような、様々なオタクを取り込める
かつ、１ヶ所に集まっているという場所は他にはなく、
他県からも訪れる人が多い。サブカルチャーは特異的で
若者が好むので、もっと推していくべき。

２ ③

22

北九州市出身の松本零士氏をもっとアピールしていくべ
きだと思う。銅像やマンホールのイラストはあるが、今
はアピールする数が少なく散在しているので、効果的な
アピールができていない。1ヶ所にあると見やすく、イ
ンパクトも残ると思う。

２ ③

24

37ページに観光客増の具体的な事業として「北九州マラ
ソン開催事業」があるが、マラソン開催に合わせて小倉
都心部ではいろいろなイベントを行っていると思う。そ
こで、「(2)都心部における交流人口拡大」の具体的な事
業としても「北九州マラソン開催事業」を記載していい
のではないかと思う。

ご意見のとおり、「都心部における交流人口拡大」の具
体的事業としても記載させていただきます。

３ ②

25
36ページの「漫画ミュージアム企画展等事業」と43
ページの「北九州市漫画ミュージアム普及事業」の違い
を教えてほしい。

「企画展等事業」は漫画ミュージアムが実施する事業の
うち、企画展や関連イベントなどを通じて、都心のにぎ
わいづくりを推進することを主眼としております。ま
た、「普及事業」は様々な漫画の魅力を幅広い世代に伝
え、漫画文化の振興を図ることを主眼としております。

４ ④

総合戦略の中で「都心部における交流人口拡大」を施策
に掲げております。ポップカルチャー（マンガ・アニメ
等）、ファッションをツールとした、まちに新たな集客
誘引の流れをつくるイベント等の実施により、都心部に
おける集客交流の推進及びまちのにぎわい創出を図って
まいります。
ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていた
だきます。

23
小倉駅新幹線口を開発し、行きたくなるような明るい施
設をつくってほしい。

２ ③

小倉駅新幹線口においては、夜間景観の魅力向上を図る
ため、駅前広場のライトアップを計画しています。ま
た、小倉駅JAM広場等でも、照明の改良や天井等の既存
施設の更新などを行っており、にぎわいの創出と歩いて
楽しいまちづくりに取り組んでいるところです。
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② 追加・修正あり

③ 追加・修正なし
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Ⅲ　女性の活躍を推進し、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

27

親の収入次第で子どもの学力が決まっていると思う。特
に、シングルマザー・シングルファーザーの家庭は子ど
もの学力にお金をかけることができていないと感じる。
市内、県内の子どもたちの学力向上のためにも、シング
ルマザー・シングルファーザーに対する支援を増やして
ほしい。

現在本市においては、ひとり親家庭の収入増対策の一環
として、就職に有利な資格を取得するために養成学校へ
通う方へ給付金を支給したり、また、子どもの進学に必
要な資金を貸し付けるなどの事業を実施しているところ
です。今後も着実に事業に取り組むとともに、効果的な
施策を検討してまいります。

２ ③

28
40ページの「結婚や出産に対する意識醸成事業」とは、
具体的にどのようなことをするのか。

結婚を希望する若者に対して、結婚に関するセミナーや
交流会を開催し、結婚や出産に対する意識醸成を図って
まいります。また、市が後援する婚活イベント等を情報
発信し、民間やNPO等との連携を図りながら出会いの機
会の創出など、結婚支援の環境づくりに努めてまいりま
す。

４ ④

誰もが個性を生かす視点で教育を考えると、次のことが
浮かんでくる。
（１）学校教育改革
①中学校からのキャリア教育の充実
（自分を知ることから本来の興味関心(価値観)を見つけ
る）
②自分の興味関心のある高校・大学に、自由に進学し、
学べる仕組みの構築
（２）市民の学び方を学ぶ場の創出
市民誰もが自分の価値観に基づいて、学びたいものをい
つでも学べる場がある。
（現在も既に大学や市民センターその他多くの学びの場
はあるが、もっと一人ひとりの充実感や自己実現が現実
となる様な仕組みや運用の改革）

公園が多いので、子育ての環境としていいと思う。

本市は、東京と比較して１人当たりの都市公園面積が大
きいなど、住みよいまちとしての環境が整っています。
今後も、日本トップクラスと評価されている子育て環境
を一層充実し、若い世代の誰もが結婚・出産・子育ての
希望をかなえることができるまちを目指し取り組んでま
いります。

１ ③

29

26

２ ③

（１）学校教育改革
①中学校のキャリア教育では、令和２年度より市内全般
で、生徒が自分と自分の役割との関係について、振り返
りを通して学ぶことができる「キャリア・パスポート」
に取り組んでまいります。これは、小学校の段階から実
施し、継続的な取組として効果が上がるよう努めてまい
ります。
②ご意見として承ります。今後も、興味関心及び能力に
応じた進路指導を実施してまいります。

（２）市民の学び方を学ぶ場の創出
本市では、市民センターや生涯学習総合センター等にお
いて、個人のいきがいづくりや生活に必要な知識、技術
を習得する講座から、地域が直面する課題や社会的課題
の解決につながるような講座まで、幅広い分野で実施し
ております。市民一人ひとりの充実感や自己実現につな
がるよう、受講者をはじめ、多くの市民の意見を聞きな
がらその内容を充実してまいります。
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Ⅳ　　時代に合った魅力的な住みよいまちをつくる

31

市長も度々発言されているが、町の賑わい、若者の定
着、魅力のある街づくり、ＭＩＣＥなど、これまで通り
の市のやり方でできるだろうか。
今回の創生総合戦略に対する意見を求めるよりも先日見
送りを表明された、統合型リゾートに関する意見聴取を
行ってはどうか。小倉駅新幹線口がすぐには困難である
なら門司区・小倉北区でまず手を挙げてはどうか。今や
らなければこのままじり貧となることは目に見えてい
る。日本初ＩＲで復活した都市を目指してはどうか。

４ ④

32

八幡製鉄所が全盛の時期には、黒崎の商店街も大変賑
わっていたが、黒崎と小倉の駅前に百貨店を誘致しオー
プンしたことで、年々商店街への人の流れが途絶え、商
圏が狭まり商店街が衰退してきた。
郊外型モールや車社会、人口減少等、諸問題があるにせ
よ、市の対策がことごとく失策となっている。こんな折
のＩＲ誘致は北九州経済復興の大チャンスであり、大変
期待していた。このままでは、北九州市の衰退、老齢化
が進み、若者のいないまちとなってしまうのではない
か。市民の賛否を問い、今後とも誘致活動を続けていく
べきではないか。

４ ④

33

将来の展望を話すと「統合型リゾートＩＲ」であろう。
海外からのオペレーター 投資家たちはこれ以上の立地条
件のいい所は無いって言っているのに、5000億円以上
の投資を捨てるこの北九州はどうかしている。業者と話
をしていって擦り合わせをするべき。
他の県とかは可能性が無い中でチャレンジをしてチャン
スに変えようと努力をしている。
どうすればこの北九州が発展できるかを行政の方々はわ
かっているはずである。大きな投資を受けて新しい北九
州を創造するべき。

４ ④

以前より同様の考察・計画はあったように思う。市の計
画通りであれば今後は市内人口は増加に転じ、町は賑わ
い商業も復活し、コレットやメイトのような閉鎖はな
かったのではないか。現在の北九州を考えると、これま
での市のやり方では復活はできないと思う。洋上発電な
ど取り組まれているようだが、全市民が喜ぶ内容とは思
えない。

30

総合戦略の基本方針である「社会動態をプラス」にして
いくことは、令和元年末時点では未達成であるものの、
第１期総合戦略がスタートした平成27年の社会動態と比
較すると、約85％の改善傾向にあります。
日本全体で人口が減少していく中で、「人口」や「社会
動態」という人の動きだけにとらわれず、新たに「産業
の活性化と生産性の向上」という地域経済の視点と「質
の高い暮らしと快適なまちの実現」というまちづくりの
視点を基本方針の下に明示することで、人口・地域経
済・まちづくりの課題に一体的・重点的に取り組み、好
循環を生み出す社会を目指すこととしています。
総合戦略に掲げられた各施策を進めていくことが好循環
を生み出すことにつながると考えております。

２ ①

ＩＲの誘致につきましては、「国内外からの観光客の増
加」、「都市開発等に伴う地域経済の振興」、「自治体
の収入増加」といったメリットが考えられ、大規模な国
際会議場、展示等施設、ホテル、シアター等魅力増進施
設、送客施設などが整備されることで、他の都市では大
規模な経済効果・雇用効果が生じるものと試算されてお
ります。
その一方で、数千億円から１兆円と言われるような大規
模投資に対し、集客の方法、採算面やリスク面の問題を
はじめ、地元の機運醸成や市民の皆様の理解促進などの
課題もあります。また、「治安・環境の悪化」や「ギャ
ンブル依存症の増加」などのデメリットも懸念されるな
ど、ＩＲの誘致については慎重に対応していくことが必
要です。
本市では、３つの事業者よりＩＲ事業計画の提案があ
り、候補地としては小倉駅新幹線口を推奨するとのこと
でした。提案を受け、インフラや観光・ＭＩＣＥなどの
関係課長からなるＩＲの庁内調査チームを立ち上げ、そ
の提案を精査いたしました。その結果、次の４つのポイ
ントを総合的に勘案して、「３つの事業者からの提案に
ついて、ＩＲの実現は極めて困難」との見解を出しまし
た。
① 事業者のニーズに合う候補地の用地確保や関係者の理
解・合意に一定の時間が必要
② 事業採算性、リスクについて、投資規模が大きく、大
都市型のＩＲであり、安定的・継続的な運営に確証がも
てない。また、ゲーミングの約７割が厳しい入場制限の
ある国内客と見込まれ、売上収益の実現性に乏しい上、
ギャンブル依存症の増加などに、より留意が必要
③ 地元の機運醸成について、本市ではＩＲに関する理
解・合意形成が未着手であること
④ 「スケジュール」について、大阪府・市を参考にする
と、本年６月～７月頃までに、候補地の選定、用地確保
及び関係者の理解・合意を得た上で、公募手続き開始が
必要
この見解について、市議会などから様々なご意見をいた
だきましたが、それらも踏まえて、本市といたしまして
は、「現行のＩＲ整備法（整備基準、スケジュール）の
下での誘致を見送る」ことといたしました。
今後、国の整備基準の見直しなどの動きが出てくれば、
その時改めてゼロからのスタートと考えており、本市と
しては、ＩＲに関する国や他の自治体の動向について、
引き続き情報収集を行ってまいります。
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34

今回の北九州の起爆剤になるかもしれないＩＲを簡単に
けってしまった市長には驚いた。
どのようにしてこれからの北九州を活性化させるのか、
財政はどのように確保していくのか、若い世代をどのよ
うに残していけるのか、など沢山の？？が飛び交うが、
なにか考えていると信じている。
ご自身の任期が終わればそれで終わりなど北橋市長は考
えてないと思っているからである。

本市は「元気発進！北九州プラン」や総合戦略に基づい
て様々な取組を推進し、「子育て環境」や「暮らしやす
さ」の面で高い評価を受けております。
このような中、市内の複数地域において、未来のまちづ
くりの姿が形を現しつつあります。
①門司港地区では、リニューアルされた門司港駅、海峡
ドラマシップに加え、宿泊施設や複合施設の計画や複合
公共施設が建設予定
②八幡東区では、スペースワールド跡地に、「イオン
モール八幡東」と合わせた西日本最大級の施設が令和４
年の春に開業予定
③折尾地区では、学園都市等の玄関口にふさわしい地域
拠点として再整備事業の進捗
など、地域の拠点におけるまちづくりが進むことで、歴
史・文化、観光面で新たなにぎわいが創出されるものと
期待しております。
さらに、「北九州空港の機能拡張と利用促進」、「風力
発電関連産業の総合拠点化」、「ロボットの最先端の研
究開発」など、今後の本市の飛躍のエンジンとなるプロ
ジェクトを推進することで、若者が夢を持って働ける雇
用環境の創出につながると考えております。
今後とも、地域経済の更なる活性化や、まちの魅力の一
層の向上に全力を挙げて取り組むことで、「女性や若者
が魅力を感じて働けるまち」、「誰もが住みたい、住み
続けたいと思う『日本一住みよいまち』」の実現に向け
て取り組んでまいります。

４ ④

35

魚町三丁目2 番地区の再開発を支援してほしい。
区画1 つで収まる程度の小さい規模の再開発であれば、
事業費も抑えられるはずである。小さな商業区画と高層
住宅（20 階に届かない程度）で構成すれば、住みたい
人はそれなりにいると思う。

当該地区において再開発事業に向けた協議会が設立さ
れ、検討を行っていることは把握しており、協議会運営
に必要な費用の一部支援を行っているところです。
規模や用途については、今後も施設を使われる権利者様
及び関係者の皆様で検討を進めていただき、本市として
も、まちづくりの観点から様々な助言をさせていただく
など、より良い市街地環境の整備が進むよう努めてまい
ります。

４ ④

36

小倉都心部のちゅうぎん通り(県道37 号)南側、京町銀
天街から勝山通りに向かった約150mの範囲について、
リノベーションで店舗の開業を促してほしい。小さくて
も個性的な店が増えれば、訪れる人も増えると思う。

小倉北区のちゅうぎん通りでは、近年若者をターゲット
とした魅力的な店舗が増えており、令和元年度には、リ
ノベーション手法による店舗も開業しております。今後
も意欲ある事業者や創業希望者をサポートし、来街者の
増加に寄与したいと考えております。

２ ①

37
北九州に住みたいと思わない。理由は、まちにお店が少
ないから。車を持たないと不便だと思う。また、お店が
少ないため、アルバイトの募集も少なそうだと思う。

第２期総合戦略においては、質の高い暮らしと快適なま
ちの実現という「まちづくり」の視点を新たに明示しま
した。「魅力的な住みよいまち」に向けて、まちのにぎ
わいづくりや都市ブランドの構築を図ってまいります。
また、コンパクトシティの推進や居心地がよく歩きたく
なまちなかづくりを推進してまいります。
ご意見につきましては、今後の参考とさせていただきま
す。

４ ④
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

№

【意見の反映結果】
① 総合戦略に掲載済
② 追加・修正あり

③ 追加・修正なし
④ その他

【意見の内容】
１ 総合戦略の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２ 総合戦略の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３ 総合戦略の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４ その他の意見

38

市外の人は、北九州市は治安が悪いというイメージを
持っている人が多いが、犯罪率が低下してきたり、暴力
団が排除されてきているので、今よりもさらにそのよう
なことをしているか外部にＰＲし、イメージを変えるこ
とが大切だと思う。

本市は、過去の事件等によって、怖いまちのイメージが
根強く残っていることから、イメージの払拭を目的とし
て、市内外において、安全・安心に関する情報発信をし
ています。首都圏においても、本市の暴力団情勢が劇的
に改善したことを含め、「安全・安心なまち北九州」を
ＰＲしており、今後も本市のイメージアップの取組を進
めてまいります。

２ ①

39

北九州市の近くに住んでいるが、いつも身近に感じてい
て、北九州市の魅力を感じにくいと思った。実際に北九
州市に住んでいる人たちにも、北九州市の魅力を知って
もらうために何かあればいいなと思う。

２ ①

40

首都圏等から九州を訪れる際に、福岡や他の九州の都市
に目がいってしまい、北九州市を知る機会がなかなかな
い。魅力がつまった素晴らしいまちなので、ＰＲを頑
張ってほしい。

２ ①

41
県内でも県外でも様々な場所にすぐ行けるのがいいと思
う。

本市は、本州と九州の接点に位置し、交通の要衝とし
て、陸・海・空の交通が充実しております。充実した道
路交通網（九州自動車道・東九州自動車道・北九州都市
高速道路）、国際拠点港湾である北九州港、24時間対応
の北九州空港など産業を支えるインフラが整っている強
みを生かし、「住みよいまち」となるよう、今後も取組
を進めてまいります。

１ ①

42
若者が交流できる機会や場所を増やしてほしい。（学び
とＥＳＤステーションのような場所）

４ ④

43
若者と高齢者の交流を増やし、経験の伝承を生み出すこ
とができれば、社会の調和を増すことができるかもしれ
ない。

４ ④

44 スポーツでまちを盛り上げてほしい。

総合戦略の中で、「都心部における交流人口拡大」を施
策に掲げております。ミクニワールドスタジアム北九州
を活用した大規模国際スポーツ大会の開催等により、集
客交流の推進及びまちのにぎわい創出を図ってまいりま
す。

２ ①

総合戦略の中で、「本市にゆかりのある若者等の還流・
定着促進」や「シビックプライドの醸成」を掲げており
ます。本市の誇れる資源の積極的なＰＲなどにより、シ
ビックプライドを醸成するとともに、若い世代が魅力を
感じるまちとなるよう取組を進めてまいります。また、
雑誌やテレビ、インターネットなどのマスメディアに情
報発信するとともにSNSを積極的に活用することで、本
市の都市ブランドにつながる情報発信に取り組んでまい
ります。

総合戦略の中で、「誰もが居場所と役割を持ち支え合
う、地域コミュニティづくりを推進する。」を基本的方
向として掲げております。
ご意見につきましては、今後の参考とさせていただきま
す。
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№

【意見の反映結果】
① 総合戦略に掲載済
② 追加・修正あり

③ 追加・修正なし
④ その他

【意見の内容】
１ 総合戦略の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見
２ 総合戦略の今後の進め方等に対する考えを述べた意見
３ 総合戦略の内容や表現に対して追加や修正を求める意見
４ その他の意見

45
インスタグラムで流行している話題のお店など、北九州
よりも福岡の方がたくさん呼んでいる気がするので、期
間限定でもいいので、話題のお店を呼んでほしい。

４ ④

46
福岡市に比べて、若い人たちが集まるデパートのような
ものが少ないイメージがある。新しいものをつくってほ
しい。

４ ④

47 ショッピングモールを増やしてほしい。 ４ ④

48

一人ひとりの幸せな人生を実現するために、何が必要な
のか？
・自己実現←やりがい、生きがいの創出
・人生テーマを発見する←自己理解・仕事理解の推進
・気掛りを外す←お金、健康、その他を学び、実践す
る。
・仲間とつながる←コミュニティ作りの推進
・自分を磨く
こうしたことを考えると、「誰もが個性を生かし生きが
い（自己実現）を持って楽しく・面白く生きられるま
ち」とするために、「誰もが居場所と役割を持ち支え合
う地域コミュニティのあるまち」が求められる。

少子高齢化、人口減少という課題に直面している中で、
「誰もが居場所と役割を持ち支え合う地域コミュニティ
のあるまち」は重要なことだと認識しております。市民
一人ひとりの質の高い豊かな暮らしの実現のため、総合
戦略の各施策に取り組んでまいります。
ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていた
だきます。

２ ③

49 モノレールの値段が高い。 ご意見として承ります。 ４ ④

50 モノレール料金がもう少し安くなると嬉しい。 ご意見として承ります。 ４ ④

51
北九州市には多くの学校があるので、せっかくなら各学
校の交流の場があればいいと思う。

学校間の交流の場としては、現在「合唱フェスティバ
ル」や、いじめ問題の防止策などを話し合う「中学校区
ミーティング」などがあります。
ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていた
だきます。

４ ④

その他

市民一人ひとりの質の高い豊かな暮らしの実現、若い世
代が住みたいまちづくりなど、魅力的なまちづくりに向
けて取組を進めてまいります。また、若者の定着の一層
の促進に向けて、若者の声を幅広く収集し、政策に活か
してまいります。
ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていた
だきます。


